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デジタル化について02

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。

説明動画

○厚生労働省が作成した、医療機関・医師会を対象とする予防接種事務デジタル化説明動画です。

まずは、本動画を御視聴ください。※視聴時間は約３０分です。

○動画中の医療機関アプリ及び予防接種サイトの画面は、イメージとなります。

厚生労働省公式Ｙｏｕｔｕｂｅ

から、いつでも視聴できます。



背景

○新型コロナウイルス感染症への対応において、次の課題が浮き彫りとなった。

→紙をベースとした予防接種事務の事務負担

→予防接種の有効性・安全性に関する調査のための情報基盤の不存在

○このため、国は、予防接種法を改正し、予防接種事務デジタル化に必要となる規定の手当を行い、

これらの規定の施行期日を令和８年６月１日と定めた。

デジタル化について

概要

○一次利用（予防接種の対象者・自治体・医療機関におけるデジタル化）

→医療保険におけるオンライン資格確認と同様に、マイナンバーカードによる接種対象者の確認

の仕組みを導入。

→予診情報・予防接種記録管理／請求支払システム（予予・請求システム）により、自治体の

接種記録を管理するほか、自治体及び医療機関間の委託料請求・支払事務を効率化。

○二次利用（予防接種データの利活用）

→予防接種の有効性・安全性の向上のための調査・研究を行うため、予防接種の実施状況や、

副反応疑い報告に係る情報を含む匿名予防接種データベースを整備し、医療保険レセプト情報

等のデータベース（ＮＤＢ）等との連結解析を可能とする。

→匿名予防接種データベースの情報を、大学や研究機関等へ提供できるようにする。

スケジュール

○法令上、原則として、自治体は令和１０年４月１日までにデジタル化を実装する必要がある。

→広島市は、令和１０年度に対応予定としている。
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【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。



イメージ

デジタル化について

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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デジタル化について

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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国が示すデジタル化による主なメリット

○接種対象者：スマートフォン等で接種のお知らせを受け取ることができ、接種記録をいつでも

閲覧できる。デジタル予診票の利用で、手書きの負担が軽減される。

○医 療 機 関：接種記録をシステムで容易に確認でき、接種間違いの防止に繋がる。接種記録を

システムに直接登録することで費用請求が完了し、紙書類の郵送が不要となる。

○自 治 体：お知らせのデジタル通知等により、接種券等の印刷や郵送事務が削減できる。

接種記録がシステムに直接登録されるため、入力作業が不要になる。

イメージ

予防接種に関するデータ

予防接種記録

副反応疑い報告

接種対象者情報

予診情報等 自治体・国保連合会

効率的な予防接種

事務の実施

▶住民への効率的な勧奨

▶審査業務の手間削減

予防接種の委託・支払等

予防接種実施の報告・費用請求等

サービス

データ・情報提供

研究者

蓄積される情報の分析等

予防接種に関するデータ

接種対象者
情報等

予防接種の実施
予防接種の案内

（勧奨）接種対象者

効果的かつ効率的な予防接種関連サービスの利用

医師会等・医療機関

効果的かつ効率的な

予防接種の実施

▶接種間隔チェックの効率化

▶予診票の記載漏れ防止

▶費用請求業務の効率化

予診票の提示

接種記録等



※デジタル化については、予防接種が先行して対応することになるが、

母子保健や自治体検診なども今後対応することになる。

参考：医療ＤＸ

デジタル化について

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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① 集合契約の締結

③ 医療機関アプリ／予防接種サイトの導入

② システム利用規約同意書の提出

参考：デジタル予診票の利用

接種対象者の対応
（広島市民）

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。

07 デジタル化に係る医療機関の対応



① 集合契約の締結

市域医師会（市域医師会に所属する医療機関） 従来契約

市域医師会に所属しない医療機関

広

島

市

【例外】個別契約 ※Ｂ類のみ

広島県医師会
↑

（再委任）
市域医師会

↑
（ 委任 ）

市域医師会に所属する医療機関

日

本

医

師

会

（再委任） 集合契約

広島市
↑

（ 委任 ）
市域医師会に所属しない医療機関

広

島

県

集合契約（再委任）

（再委任）

広 島 県 国 保 連 合 会

国 保 中 央 会

支払事務
委託契約

（再委託）

概要

○新型コロナワクチンや風しん５期と同様、全国の医療機関と全国の自治体において、集合契約シス

テムを介して、集合契約（デジタル化対応予防接種委託契約）を締結する。

○集合契約の内容は全国一律である。例えば、令和１０年度以降は事前手続なしで住所地外接種が

可能となる（医療機関に対する委託料支払が可能となる。）。

※医療機関と自治体は、集合契約に参加する。また、自治体と広島県国保連合会は、予防接種事務委託契約と支払事務委託契約を締結する。

※従来契約を継続する選択肢も示されているが、令和１０年度以降における集合契約と従来契約の内容や組み合わせは未確定である。

予防接種事務
委 託 契 約

広島県
↑

（委任）
広島市

厚

生

労

働

省

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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従来契約

集合契約

令和８年度、従来契約は広島市内・安芸

郡内を対象範囲としている。また、広島

県内（広島市外・安芸郡外）における接

種は広島県医師会との広域接種契約を、

広島県外における接種は接種対象者に対

する償還払い手続を採用している。



概要

○医療機関は、予予・請求システム及び集合契約システムに係るシステム利用規約同意書を広島市

に提出する。広島市は、医療機関から回収したシステム利用規約同意書を国保中央会に提出する。

○当該利用規約は、予予・請求システム及び集合契約システムのサービス内容に関して、サービス

提供者である国保中央会が有する権利義務、利用者である広島市や医療機関が遵守すべき内容を

まとめたものである。

手続

医 療 機 関

② 広島市は、医療機関から回収したシステム利用規約同意書を国保中央会に提出する。

※システム運用費用（年額２５円程度/人※総人口を乗じる）は、広島市が負担する。

広 島 市

③ 国保中央会は、医療機関宛にアカウントを発行する。

※集合契約システムのアカウント発行の翌日、

予予・請求書システムのアカウントが自動発行される。

① 医療機関は、予予・請求システム及び集合契約システム

に係るシステム利用規約同意書を広島市に提出する。

国 保 中 央 会

（予予・請求システム）

（ 集合契約システム ）

※ヘルプデスク設置予定

② システム利用規約同意書の提出

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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※広島市外の医療機関においては、所在地の自治体に御確認ください。



概要

○医療機関でのデジタル化の実現方法として、当面の間は、医療機関アプリ又は予防接種サイトの

いずれかを選択することになる。

○また、電子カルテ改修（特にクラウド型）により、予防接種事務のデジタル化に対応できるよう

国において準備中である。

イメージ

③ 医療機関アプリ／予防接種サイトの導入

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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概要

○医療機関アプリとは、民間事業者（アプリベンダ）が開発した、インターネット接続している

タブレットやパソコンで利用するアプリ（ブラウザー形式もあり）のこと。

○医療機関アプリから、予診情報（接種対象者が登録したデジタル予診票）や過去の接種記録など

の閲覧、接種間隔等のチェック、今回の接種記録の登録、委託料の請求などを行うことができる。

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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費用

○医療機関アプリ利用料は、広島市と民間事業者との契約に基づき、広島市が負担する。

○医療機関アプリ用端末※は、医療機関における端末の保有状況や予防接種事務の動線等に応じて、

必要数や導入方針が異なることから、医療機関が（自らの最適な形で）端末を用意する。

※タブレット購入又はリース代、通信費、端末サポート費、セキュリティ対策費、その他端末（バーコードリーダー等）に係る経費

国において、新たに端末等の機器導入が必要となった場合の医療機関側の経費について、補助等の仕組みを検討中。

手続

民間事業者
（アプリベンダ）

医 療 機 関
③ 民間事業者は、医療機関宛にアカウントを発行する。

① 広島市と民間事業者は、医療機関アプリ利用契約を締結する。

※医療機関アプリの契約先（民間事業者）は（複数社ある中から）広島市が選定する。

※医療機関アプリ利用料は、契約主体である広島市が負担する。

広 島 市

② 医療機関は、民間事業者の指定方法により、

医療機関アプリの利用規約への同意を行う。 タブレットやパソコン
などからログインして、
医療機関アプリを使用
する。

③ 医療機関アプリ／予防接種サイトの導入

※広島市外の医療機関においては、所在地の自治体に御確認ください。



概要

○予防接種サイトとは、（オンライン資格確認に利用する）オンライン資格確認ネットワークに

接続している院内端末（電子カルテ端末やレセコン端末）から利用するサイトのこと。

○予防接種サイトから、予診情報（接種対象者が登録したデジタル予診票）や過去の接種記録など

の閲覧、接種間隔等のチェック、今回の接種記録の登録、委託料の請求などを行うことができる。

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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費用

○院内端末を予防接種サイトに接続するには、オンライン資格確認ネットワークの改修等費用が

十万〜数十万円規模で発生する。当該費用は、院内環境整備に当たるため、医療機関が負担する。

○バーコードリーダー（ワクチン情報の予防接種サイト読込が可能）は、医療機関が用意する

イメージ

医療機関

オンライン資格確認等システム

予予・請求システム

住民
情報

予診
情報

接種
情報

請求
情報 等

支払
情報

(ｵﾝﾗｲﾝ資格確認ＮＷ)
顔認証付きｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ

電 子 カ ル テ 端 末
／ レ セ コ ン 端 末

予 防 接 種 サ イ ト

支 払 基 金

国保中央会

③ 医療機関アプリ／予防接種サイトの導入

国において、新たに端末等の機器導入が必要となった場合の医療機関側の経費について、補助等の仕組みを検討中。



③ 医療機関アプリ／予防接種サイトの導入

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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スケジュール(予定)

R10.4R9.4

広 島 市

民 間 事 業 者
(アプリベンダ)

医療機関アプリ
の契約先選定

医 療 機 関

医療機関
ｱﾌﾟﾘ契約
（委託）

医療機関
ｱﾌﾟﾘ契約
（受託）

意向確認
（回答）

意向確認
（照会）

各医療機関の意向（予防
接種サイトと医療機関ア
プリのどちらを導入する
のか）を確認する。

医療機関アプリを選択した
医療機関数をベースとして
契約先となる民間事業者の
選定（市内部手続）を行う。

医療機関アプリの導入準備
（端末用意、初期設定等）

医療機関アプリの導入支援
（操作説明等）

■医療機関アプリを導入する医療機関

予防接種サイトの導入準備
（Ｎ/Ｗ改修、初期設定等）

■予防接種サイトを導入する医療機関

予防接種サイトの運用

医療機関アプリの運用

医療機関アプリの運用支援

オンライン資格確認ネットワーク改修
に係る費用・工期等は、各医療機関が
Ｎ/Ｗベンダと調整する。※当該費用
に係る補助等の仕組みは国検討中。

タブレット等の端末は、
各医療機関が用意する。
※当該費用に係る補助等の
仕組みは国検討中。

医療機関アプリ・
予防接種サイトの
運用支援

医療機関アプリ・
予防接種サイトの
導入支援、導入手続

国保中央会において、
医療機関向けのヘルプ
デスクを設置する予定

※広島市外の医療機関においては、所在地の自治体に御確認ください。



概要

○マイナポータルにデジタル予診票の登録が可能となる。また、マイナポータルにおいて、今後、

接種記録の確認、勧奨通知の受信、接種済証の閲覧なども可能となる。

○デジタル予診票の導入により、場所や時間を問わず、オンラインで簡単に予診情報を入力すること

ができ、紙予診票に何度も手書きする必要がなくなる。

参考：デジタル予診票の利用

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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イメージ

～接種勧奨からデジタル予診票の入力～
Step

1
接種対象者のスマートフォンの
マイナポータルに勧奨通知が届く

Step

2 接種対象者はマイナポータルに
ログインしデジタル予診票を入力する



【デジタル化後】集合契約（全てデジタル）

【デジタル化後】集合契約（一部デジタル）

【デジタル化前】従来契約（紙予診票と紙接種券を使用）

現 行 の 広 島 市 運 用
(広島市内・安芸郡内における接種)

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。

15 デジタル化後の運用パターン

※集合契約については、現在、国が示している運用パターンを示している。

※令和１０年度における各運用の内容や組み合わせなどは、追加・変更となる可能性がある。

【デジタル化後】集合契約（紙予診票を使用）



⑥委託料請求（市の審査後に請求）

医療機関

③予診・接種※紙予診票使用

紙予診票

医療機関保管

④総括請求書
紙接種券提出

⑤接種記録データ取込
→今回の接種記録登録

紙予診票・紙接種券

①本人確認

②資格確認※今回の予診情報確認

（適宜）窓口支払

医師会

予診票記入

接種対象者は、
紙予診票に予
診情報を記入
する。

本人確認

医療機関（市内・

医師会所属）は、
本人確認書類
により、本人
確認を行う。

資格確認

医療機関は、
紙予診票・母
子健康手帳等
により、資格
確認を行う。

予診・接種

医療機関は、
紙予診票によ
る予診後、接
種を行う。

(適宜)窓口支払

医療機関は、
適宜、接種対
象者から自己
負担金を受領
する。

接種記録登録／審査／委託料請求・支払

医療機関は、医師会経由にて紙接種券・総括請求書を広
島市に提出する。※紙予診票は医療機関で保管する。
広島市は（外部委託によりデータ化した）接種記録を保
健予防システムに登録する。広島市は、審査後、医師会
の委託料請求に基づき、医療機関へ委託料を支払う。

総括請求書

（医師会経由）
広島市提出

紙接種券

予 診 票予 診 票紙接種券 予 診 票予 診 票総括請求書

⑦委託料支払

④紙接種券・総括請求書提出

【医師等】

②資格確認※過去の接種記録確認

接種記録データ

保健予防ｼｽﾃﾑ
(市独自仕様)

（パンチ業者）

本 人 確 認 書 類

母 子 健 康 手 帳

自 己 負 担 金

接種対象者

住民
情報

接種
情報

請求
情報

支払
情報

広 島 市

紙予診票

外部委託機関
（印刷業者）

紙接種券

外部委託機関

【デジタル化前】従来契約（紙予診票と紙接種券を使用）※現行の広島市運用

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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⓪
紙
予
診
票
・
紙
接
種
券
の
個
別
送
付

※
紙
接
種
券
に
シ
ス
テ
ム
抽
出
情
報
を
印
字

※
イ
ン
フ
ル
・
コ
ロ
ナ
は
紙
予
診
票
・
紙
接
種
券
の
個
別
送
付
な
し

医
療
機
関
に
設
置

（

)

※
Ａ
類

紙
接
種
券
↓
母
子
健
康
手
帳
綴
じ
込
み

の
紙
予
診
票
は
医
療
機
関
に
設
置

（

)

※

（市内・医師会所属）

※印字
データ



【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。

17 【デジタル化後】集合契約（全てデジタル）※全てデジタルで完了する運用

予診票登録

接種対象者は、
デジタル予診
票に予診情報
を登録する。

本人確認

医療機関は、
マイナ保険証
と顔認証ＣＲ
により、本人
確認を行う。

資格確認

医療機関は、
予防接種サイ
ト等により、
資格確認を行
う。

予診・接種

医療機関は、
デジタル予診
票による予診
後、接種を行
う。

(適宜)窓口支払

医療機関は、
適宜、接種対
象者から自己
負担金を受領
する。

接種記録登録／審査／委託料請求・支払

医療機関は、自ら、予予・請求システムに（予防接種サ
イト又は医療機関アプリを介して）今回の接種記録を登
録し、広島市に委託料請求する。
広島市は、審査後（広島県国保連合会を通じて）医療機
関へ委託料を支払う。



住民
情報

予診
情報

接種
情報

請求
情報 等

支払
情報

国保中央会

予予・請求

シ ス テ ム

集合契約
システム

⑥今回の接種記録登録＋⑦委託料請求

マ イ ナ 保 険 証

自 己 負 担 金

②今回の予診情報登録
※過去の接種記録確認

①住民(接種対象者)情報
・過去の接種記録登録

母 子 健 康 手 帳

マ イ ナ ポ ー タ ル
又 は 住 民 ア プ リ
（デジタル予診票） ⑥

今
回
の
接
種
記
録
登
録

顔認証
ＣＲ

オンライン資格確認等システム

（パンチ業者等）

⑤予診・接種※デジタル予診票使用

③本人確認※接種対象者の紐付（顔認証ＣＲ経由）

（適宜）窓口支払

④資格確認※過去の接種記録確認

医療機関アプリ (ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)又は

④資格確認※過去の接種記録・今回の予診情報確認

⑧委託料支払

接種対象者

【医師等】

広 島 県
国保連合会

支 払 基 金
④資格確認

予防接種サイト
(LGWAN)

外部委託機関

予防接種サイト(ｵﾝﾗｲﾝ資格確認NW)

⑧委託料支払

⑦委託料請求
（市の審査後に請求）

⑦請求情報

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。

18

予診票登録

接種対象者は、
デジタル予診
票に予診情報
を登録する。

本人確認

医療機関は、
マイナ保険証
と顔認証ＣＲ
により、本人
確認を行う。

資格確認

医療機関は、
予防接種サイ
ト等により、
資格確認を行
う。

予診・接種

医療機関は、
デジタル予診
票による予診
後、接種を行
う。

(適宜)窓口支払

医療機関は、
適宜、接種対
象者から自己
負担金を受領
する。

接種記録登録／審査／委託料請求・支払

医療機関は、自ら、予予・請求システムに（予防接種サ
イト又は医療機関アプリを介して）今回の接種記録を登
録し、広島市に委託料請求する。
広島市は、審査後（広島県国保連合会を通じて）医療機
関へ委託料を支払う。

広 島 市外部委託機関
（印刷業者）

医療機関

健康管理システム
(国標準仕様3.1版)

医師会

【デジタル化後】集合契約（全てデジタル）※全てデジタルで完了する運用



住民
情報

予診
情報

接種
情報

請求
情報 等

支払
情報

国保中央会

予予・請求

シ ス テ ム

集合契約
システム

⑥今回の接種記録登録＋⑦委託料請求

マ イ ナ 保 険 証

自 己 負 担 金

②今回の予診情報登録
※過去の接種記録確認

①住民(接種対象者)情報
・過去の接種記録登録

母 子 健 康 手 帳

マ イ ナ ポ ー タ ル
又 は 住 民 ア プ リ
（デジタル予診票） ⑥

今
回
の
接
種
記
録
登
録

顔認証
ＣＲ

オンライン資格確認等システム

（パンチ業者等）

⑤予診・接種※デジタル予診票使用

③本人確認※接種対象者の紐付（顔認証ＣＲ経由）

（適宜）窓口支払

④資格確認※過去の接種記録確認

医療機関アプリ (ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)又は

④資格確認※過去の接種記録・今回の予診情報確認

⑧委託料支払

接種対象者

【医師等】

広 島 県
国保連合会

支 払 基 金
④資格確認

予防接種サイト
(LGWAN)

外部委託機関

予防接種サイト(ｵﾝﾗｲﾝ資格確認NW)

⑧委託料支払

⑦委託料請求
（市の審査後に請求）

⑦請求情報

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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予診票登録

接種対象者は、
デジタル予診
票に予診情報
を登録する。

本人確認

医療機関は、
マイナ保険証
と顔認証ＣＲ
により、本人
確認を行う。

資格確認

医療機関は、
予防接種サイ
ト等により、
資格確認を行
う。

予診・接種

医療機関は、
デジタル予診
票による予診
後、接種を行
う。

(適宜)窓口支払

医療機関は、
適宜、接種対
象者から自己
負担金を受領
する。

接種記録登録／審査／委託料請求・支払

医療機関は、自ら、予予・請求システムに（予防接種サ
イト又は医療機関アプリを介して）今回の接種記録を登
録し、広島市に委託料請求する。
広島市は、審査後（広島県国保連合会を通じて）医療機
関へ委託料を支払う。

広 島 市外部委託機関
（印刷業者）

医療機関

健康管理システム
(国標準仕様3.1版)

予防接種サイトとは（オ

ンライン資格確認に利用

するオンライン資格確認

ネットワークに接続して

いる）電子カルテ端末や

レセコン端末から利用す

るサイト。

---------------

医療機関アプリとは（イ

ンターネット接続してい

る）タブレットやパソコ

ンで使用するアプリ。

マイナ保険証と顔認証ＣＲ（顔認証付きカードリーダー、オンライン資格

確認ネットワークに接続している端末）により オンライン資格確認を行

うことで、予予・請求システムにおける接種対象者の紐付が可能となる。

母子健康手帳は、資格確認（過去

の接種記録確認）のため、当面の

間、デジタル化後も使用し続ける。

予防接種サイト又は医療機関アプリにおいて、接種対象者の居住自治体

における自己負担金の設定額を確認することができる。また、自己負担

金免除対象者（生活保護世帯等の情報）の該当有無を一部確認すること

ができる。

広島市から接種対象者に対する接種

勧奨等は、郵送による紙通知に加え

て、マイナポータルによるデジタル

通知が可能となる。

住民アプリとは、母子の

健康管理や成長記録をデ

ジタル管理できるアプリ。

デジタル化において導入

必須ではないが、国技術

仕様に準拠することで、

デジタル予診票の登録が

可能となる。

マイナポータルにおいて、

接種記録の確認、デジタ

ル予診票の登録、勧奨通

知の受信、接種済証（電

子署名あり）の受領など

が可能となる。

住民情報は、健康管理シ

ステム経由にて、出生、

転出、転入、死亡等を契

機とした）日次差分デー

タが自動連携される。

医師会

【デジタル化後】集合契約（全てデジタル）※全てデジタルで完了する運用



【デジタル化後】集合契約（一部デジタル）※デジタル予診票を印刷する運用

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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予診票登録

接種対象者は、
デジタル予診
票に予診情報
を登録する。

本人確認

医療機関は、
マイナ保険証
と顔認証ＣＲ
により、本人
確認を行う。

資格確認

医療機関は、
予防接種サイ
ト等により、
資格確認を行
う。

予診・接種

医療機関は紙予
診票（デジタル
予診票を印刷し
たもの）による
予診後、接種を
行う。

(適宜)窓口支払

医療機関は、
適宜、接種対
象者から自己
負担金を受領
する。

接種記録登録／審査／委託料請求・支払

医療機関は、自ら（または外部委託機関への委託等によ
り）、予予・請求システムに今回の接種記録を登録し、
広島市に委託料請求する。
広島市は、審査後（広島県国保連合会を通じて）医療機
関へ委託料を支払う。



住民
情報

予診
情報

接種
情報

請求
情報 等

支払
情報

国保中央会

予予・請求

シ ス テ ム

集合契約
システム

⑦今回の接種記録登録＋⑧委託料請求

マ イ ナ 保 険 証

自 己 負 担 金

②今回の予診情報登録
※過去の接種記録確認

①住民(接種対象者)情報
・過去の接種記録登録

母 子 健 康 手 帳

マ イ ナ ポ ー タ ル
又 は 住 民 ア プ リ
（デジタル予診票） ⑦

今
回
の
接
種
記
録
登
録

顔認証
ＣＲ

オンライン資格確認等システム

（パンチ業者等）

⑥予診・接種※紙予診票(デジタル予診票印刷版)使用

③本人確認※接種対象者の紐付（顔認証ＣＲ経由）

（適宜）窓口支払

④資格確認※過去の接種記録確認

医療機関アプリ (ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)又は

④資格確認※過去の接種記録・今回の予診情報確認

⑨委託料支払

接種対象者

【医師等】

広 島 県
国保連合会

支 払 基 金
④資格確認

予防接種サイト
(LGWAN)

外部委託機関

予防接種サイト(ｵﾝﾗｲﾝ資格確認NW)

⑨委託料支払

⑧委託料請求
（市の審査後に請求）

⑧請求情報

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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予診票登録

接種対象者は、
デジタル予診
票に予診情報
を登録する。

本人確認

医療機関は、
マイナ保険証
と顔認証ＣＲ
により、本人
確認を行う。

資格確認

医療機関は、
予防接種サイ
ト等により、
資格確認を行
う。

予診・接種

医療機関は紙予
診票（デジタル
予診票を印刷し
たもの）による
予診後、接種を
行う。

(適宜)窓口支払

医療機関は、
適宜、接種対
象者から自己
負担金を受領
する。

接種記録登録／審査／委託料請求・支払

医療機関は、自ら（または外部委託機関への委託等によ
り）、予予・請求システムに今回の接種記録を登録し、
広島市に委託料請求する。
広島市は、審査後（広島県国保連合会を通じて）医療機
関へ委託料を支払う。

広 島 市外部委託機関
（印刷業者）

医療機関

健康管理システム
(国標準仕様3.1版)

紙予診票

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ予診票
を印刷したもの

⑤
デ
ジ
タ
ル
予
診
票
印
刷

【例外α・例外β】
⑦今回の接種記録登録

【例外α】⑦今回の接種記録登録を外部委託機関に外注する※紙予診票を郵送する。

【例外β】⑦今回の接種記録登録を広島市が請け負う※紙予診票を郵送する。

例外α

例外β

例外αは、集合契約に基

づき医療機関が行う業務

（接種記録登録）を外部

委託機関に再委託する契

約関係となるため、医療

機関は委託者として委託

費用を負担する。※広島

市は委託者にならない。

---------------

例外βは、紙予診票利用

が多く見込まれ、医療機

関において業務負担過多

となり、データ入力が困

難と判断した場合、広島

市が当該業務を請け負う

ことができる。

医師会

登録用サイト
（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）

【デジタル化後】集合契約（一部デジタル）※デジタル予診票を印刷する運用



【デジタル化後】集合契約（紙予診票を使用）※紙予診票による運用

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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予診票記入

接種対象者は、
紙予診票に予
診情報を記入
する。

本人確認

医療機関は、
マイナ保険証
と顔認証ＣＲ
等により、本
人確認を行う。

資格確認

医療機関は、
予防接種サイ
ト等により、
資格確認を行
う。

予診・接種

医療機関は、
紙予診票によ
る予診後、接
種を行う。

(適宜)窓口支払

医療機関は、
適宜、接種対
象者から自己
負担金を受領
する。

接種記録登録／審査／委託料請求・支払

医療機関は、自ら、予予・請求システムに（予防接種サ
イト又は医療機関アプリを介して）今回の接種記録を登
録し、広島市に委託料請求する。
広島市は、審査後（広島県国保連合会を通じて）医療機
関へ委託料を支払う。



住民
情報

予診
情報

接種
情報

請求
情報 等

支払
情報

国保中央会

予予・請求

シ ス テ ム

集合契約
システム

⑤今回の接種記録登録＋⑥委託料請求

自 己 負 担 金

①住民(接種対象者)情報
・過去の接種記録登録

母 子 健 康 手 帳

⑤
今
回
の
接
種
記
録
登
録

顔認証
ＣＲ

オンライン資格確認等システム

（パンチ業者等）

④予診・接種※紙予診票使用

②本人確認※接種対象者の紐付（顔認証ＣＲ経由）

（適宜）窓口支払

③資格確認※過去の接種記録確認

医療機関アプリ (ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)又は

③資格確認※過去の接種記録確認

⑦委託料支払

接種対象者

【医師等】

広 島 県
国保連合会

支 払 基 金
③資格確認

予防接種サイト
(LGWAN)

外部委託機関

予防接種サイト(ｵﾝﾗｲﾝ資格確認NW)

⑦委託料支払

⑥委託料請求
（市の審査後に請求）

⑥請求情報

【デジタル化後】集合契約（紙予診票を使用）※紙予診票による運用

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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予診票記入

接種対象者は、
紙予診票に予
診情報を記入
する。

本人確認

医療機関は、
マイナ保険証
と顔認証ＣＲ
等により、本
人確認を行う。

資格確認

医療機関は、
予防接種サイ
ト等により、
資格確認を行
う。

予診・接種

医療機関は、
紙予診票によ
る予診後、接
種を行う。

(適宜)窓口支払

医療機関は、
適宜、接種対
象者から自己
負担金を受領
する。

接種記録登録／審査／委託料請求・支払

医療機関は、自ら、予予・請求システムに（予防接種サ
イト又は医療機関アプリを介して）今回の接種記録を登
録し、広島市に委託料請求する。
広島市は、審査後（広島県国保連合会を通じて）医療機
関へ委託料を支払う。

広 島 市

医療機関

健康管理システム
(国標準仕様3.1版)

外部委託機関
（印刷業者）

紙予診票

例外α

例外β

紙 予 診 票

【例外α・例外β】
⑤今回の接種記録登録登録用サイト

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）

【例外α】⑦今回の接種記録登録を外部委託機関に外注する※紙予診票を郵送する。

【例外β】⑦今回の接種記録登録を広島市が請け負う※紙予診票を郵送する。

紙予診票

本 人 確 認 書 類
※マイナ保険証がない場合、

予診票（個別送付したもの

に限る。）に印字された

予防接種対象者番号により、

本 人 確 認 を 行 う 。

医師会

⓪
紙
予
診
票
の
個
別
送
付
等

※
シ
ス
テ
ム
抽
出
情
報

予
防
接
種
対
象
者
番
号
含
む

を
印
字

（

)

例外αは、集合契約に基

づき医療機関が行う業務

（接種記録登録）を外部

委託機関に再委託する契

約関係となるため、医療

機関は委託者として委託

費用を負担する。※広島

市は委託者にならない。

---------------

例外βは、紙予診票利用

が多く見込まれ、医療機

関において業務負担過多

となり、データ入力が困

難と判断した場合、広島

市が当該業務を請け負う

ことができる。

※印字
データ



主な質問と回答

【注意事項】本資料は、令和８年７月時点の国資料を基に作成しており、今後、内容が変更となる可能性があります。
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質問 回答

医療機関アプリに使用するタブレット等の端末費用や

予防接種サイトに接続するためのネットワーク改修費

用などについて、費用補助はないのでしょうか。

医療機関アプリ及び予防接種サイトに関する費用補助

等については、現在、国において検討中です。今後、

国から費用補助等のあり方が示され次第、医療機関の

皆様に御案内します。

医療機関アプリの選定は誰が行うのでしょうか。また、

医療機関アプリの使用感を把握したいのですが、その

ような機会はあるのでしょうか。

医療機関アプリの選定は広島市が行います。また、各

医療機関アプリの使用感を把握することを目的とした

デモ動画について、各アプリベンダーと調整の上、医

療機関の皆様に紹介する機会を設ける予定としていま

す。

現行の運用は紙予診票と紙接種券を併用していますが、

スライドに示されているデジタル化の運用では紙予診

票は使用し続けるものの、紙接種券は使用されていま

せん。デジタル化以降、紙接種券の取扱いはどうなる

のでしょうか。

国が示すデジタル化の運用において、紙接種券の概念

はありません。このため、将来的には、紙接種券の取

扱いはなくなるものと考えています。

なお、母子健康手帳とじ込みなどにより接種対象者に

交付済の紙接種券の取扱いについては、一定の配慮が

必要であることから、今後検討してまいります。

デジタル化の運用について、予予・請求システムへの

接種記録登録は医療機関が行うのでしょうか。

予予・請求システムへの接種記録登録は医療機関が行

うこととされています。しかしながら、医療機関にお

ける対応が困難な場合、医療機関自らが外部業者に委

託することや、やむを得ず自治体が請け負うことも可

能とされています。広島市の取扱いについては、今後、

国の考えを踏まえつつ、検討してまいります。

インフルエンザなどの高齢者を対象とするワクチンの

場合、マイナポータルからの予診情報登録（デジタル

予診票の利用）はハードルが高く、紙予診票を選択す

る方が多くなるのではないでしょうか。

高齢者等のデジタル予診票の利用が難しい方について

は、引き続き、紙予診票を利用していただける運用を

設ける予定です。

デジタル予診票は、電子カルテと連携するのでしょう

か。

電子カルテとの連携については、現在、国において検

討中です。今後、国から詳細が示され次第、医療機関

の皆様に御案内します。



【アンケートへの御協力について】

本説明会の内容に係る御質問等については、

アンケートフォーム（下ＱＲコード）より

令和８年９月３日までに投稿してください。

後日、市ＨＰに回答を掲載します。

併せて、アンケートにも御協力ください。

アンケートの結果は、今後、

デジタル化対応の検討等に

活用させていただきます。

25


